
 

令和７年度 第１回掛川市入札監視委員会議事概要 

 

 

開催日時 

 

令和７年 10 月 20 日(月) 午後１時 30 分～午後３時 25 分 

 

 

開催場所 

 

掛川市役所 本庁舎５階 第２委員会室 

 

 

出席委員 

 

 

 

委員長 萩田 満   （弁護士） 

委員  橋山 鈴代  （無職） 

鈴木 克壽   （無職） 

山本 未央  （税理士） 

塩﨑 克幸  （嘱託職員） 

 

 

説明のため出席し

た職員 

 

 

 

文化・スポーツ振興課  １名 

土木防災課       ２名 

教育政策課       １名 

都市政策課       ２名 

環境政策課       １名 

 

 

事務局 

 

 

人事・総務部長 

行政課長 外３名 

 

議 題 

 

 

入札方式別に係る発注案件の審査 

  → 別紙１（抽出案件一覧表）のとおり 

 

 

委員からの意見・質

問等とそれに対す

る回答 

 

 

 

 

入札方式別に係る発注案件の審査 

 → 別紙２（入札方式別工事に係る発注案件の審査）のとおり 

 

 

 

 



別紙１ 

抽出案件一覧表 
 

№ 件    名 入札方式 担当課 

 
１ 

 債務負担行為松ヶ岡整備推進事業 
   松ヶ岡保存活用工事３期工事 

（奥座敷棟解体調査等） 

制限付き 

一般競争入札 

(№８) 

文化・スポ

ーツ振興課 

抽出理由 
  文化財の整備なので公共工事としては特殊なものだと思うので、工事業者も

専門知識等が必要なのではないか。３期工事ということなので今までの１、２

期工事の内容も知りたい。落札率が９８．８３％と高いことと工期が３年半と

長いこと。 

 
２ 

 海岸防災林強化事業（債務負担行為） 
国安地区盛土工事 

制限付き 
一般競争入札 

(№28) 
土木防災課 

抽出理由 
 海岸防災林強化事業の工事は何件か行われているが、共同企業体で受注して

いること、同時期に２件の盛土工事が行われていること。 

 
３ 

 小学校施設管理事業 
城北小学校トイレ衛生設備改修工事 

指名競争入札 
(№６) 教育政策課 

抽出理由 
 今回の該当件数（21 件）の中で 15 件が教育政策課担当であり、受注者はマツ

イ健設が５件と最も多い。その中で契約金額・落札率が最も高かった本件に着

目した。 

 
４ 

 大須賀中央公民館管理事業（明許繰越） 
  大須賀中央公民館屋上防水改修工事 

随意契約 
200 万円以上 

(№２) 
都市政策課 

抽出理由 
 今回の該当件数（９件）の中で契約金額が最も高額であることや、５号の「緊

急」の状況、また、「明許繰越」の状況について伺いたく抽出した。 

 
５ 

 塵芥処理施設維持管理事業 
  新井最終処分場水処理施設回転円盤用軸受 

交換修繕 

随意契約 

130 万円以上 

200 万円未満 

(№15、19) 

環境政策課 

抽出理由 
 担当課（環境政策課）・受注者が同じであり、同じ施設内の工事と思われる。

事業内容が違うことは想像できるが、２件に分けた理由を伺いたく抽出した。 

 



入札方式別工事に係る発注案件の審査                   別紙２ 

 

 １ 松ヶ岡保存活用工事３期工事（奥座敷棟解体調査等） 

 

質問 

 

回答 

 

Q 
１者入札ということだが公平性を保てる

状況だったのか。 

 

Q 
 本案件は電子入札か。 

 

 

Q 
 資料として、１期２期工事の入札状況や

入札者の本社所在地を記載するなどした方

が審議が充実するのではないか。 

 

 

A 
 一般的な建築一式工事で広く公募したが、

工事内容的に１者しか応札が無かった。 

 

A 
今回対象となっている入札案件は、全て電

子入札で執行している。 

 

A 
資料の内容について、今後検討していく。 

 

 

 

 

 ２ 国安地区盛土工事 

 

質問 

 

回答 

 

Q 
 盛土工事が何件かあるが金額差がある

のは面積や規模によるのか。 

 

 

Q 
ＪＶ案件とする判断基準は。 

 

 

 

Q 
３億円を超える工事で落札率 95.17%と

いうのは妥当と言えるか。 

 

 

 

A 
 盛土の量により差が出てくる。本案件は

擁壁工も含まれるため、金額が大きくなっ

ている。 

 

A 
 「掛川市土木工事に係る特定建設工事共

同企業体の取扱基準」の規定により、２者

のＪＶとした。 

 

A 
 今回の一般競争入札案件 41件の平均落札

率が 95.51%であるので、標準的だと考えて

いる。 

 



 

 ３ 城北小学校トイレ衛生設備改修工事 

 

質問 

 

回答 

 

Q 
 ２回目の入札で辞退しているのはなぜ

か。 

 

 

Q 
 予定価格の事前公表、事後公表の判断基

準は。 

 

 

A 
 １回目の入札額を下回る金額を提示でき

ないと判断したと思われる。 

 

A 
 「掛川市建設工事等予定価格事前公表施行

要領」の規定により、工事は 1,000 万円以上、

委託は 500 万円以上を事前公表としており、

それらを下回る場合は事後公表としている。 

 

 

 

 ４ 大須賀中央公民館屋上防水改修工事 
 

質問 

 

回答 

 

Q 
緊急の判断はどのようになされたのか。 

 

 

 

Q 
 明許繰越となる判断基準は。 

 

 

 

Q 
 入札時と随意契約時の契約締結までの時

間的な差はどの程度か。 

 

 

 

A 
 被害が拡大する恐れがあったため、所管課

が緊急工事が必要と判断し、随意契約に該当

するかは契約担当課が確認した。 

 

A 
 時期的に年度内に工期設定できないもの

については、明許繰越の手続きを行ってい

る。 

 

A 
 本案件の場合、一般競争入札では約４週

間、随意契約では約１週間で契約締結とな

る。 

 

 

 



 

 

 ５ 新井最終処分場水処理施設回転円盤用軸受交換修繕 

 

質問 

 

回答 

 

Q 
 一施設の工事を分割して実施することは

よくあるのか。 

 

 

Q 
 修繕は計画的に実施しているのか。 

 

 

A 
 当初から判明していれば分割発注するこ

とはない。今回は、４月の点検で新たに修繕

箇所が判明したため改めて実施した。 

 

A 
 計画的に実施してはいるが、古い施設であ

るので突発的に修繕が必要となるケースも

ある。 

 

 


